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序に代えて

ロ
ー
レ
ン
ス
・

イ
ギ
リ
ス
十
八
世
紀
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
で
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
L
a
u
r
e
n
c
e
Sterne 
(
一
七
一
三
ー
六
八
）

は
二
十
世
紀
後
半
の
一
世
代
、
三
十
年
ほ
ど
の
間
に
大
き
な
展
開
を
見
せ
た
。
と
い
う
の
も
、

記
研
究
、
同
時
代
の
周
辺
資
料
の
掘
り
起
こ
し
と
い
っ
た
、
文
学
研
究
の
主
要
な
分
野
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
画
期
的
な
業
績
ー
む

し
ろ
事
業
と
言
っ
た
方
が
よ
い
ー
—
ー
が
、
こ
の
間
に
次
々
に
出
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
の
他
の
作
家
研
究
の
進

展
状
況
の
中
に
お
い
て
考
え
て
み
て
も
顕
著
な
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

彩
な
活
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
ス
タ
ー
ン
研
究
に
も
当
然
な
が
ら
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
と

に
近
年
は
わ
が
国
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
主
張
し
た
業
績
を
著
わ
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
テ
ク
ス
ト
校
訂
上
の
業
績
と
し
て
は
、

フ
ロ
リ
ダ
版
ス
タ
ー
ン
全
集

メ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ニ
ュ
ー
M
e
l
v
y
n
N
e
w
を
中
心
と
し
た
「
フ
ロ
リ
ダ
版
ス
タ
ー
ン
全
集
」

の
刊
行
事
業
が
あ
る
。
従
来
の
ス
タ
ー
ン
全
集
と
し
て
は
、
七
巻
本
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ヘ
ッ
ド
版
(
-
九
二
七
年
）
、

一
方
、

お
よ
び

w.

ス
タ
ー
ン
の
批
評
研
究
の
分
野
に
お
い
て
も
多

ス
タ
ー
ン
研
究
の
現
在
序
に
代
え
て

の
研
究

ス
タ
ー
ン
の
テ
ク
ス
ト
の
校
訂
か
ら
伝
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を
提
示
し
よ
う
と
い
う
壮
大
な
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

o
f
M
r
•
Y
o
m
c
k
)

が
一
九
七
三
年
に
出
て
い
る
。

い
る
。
「
説
教
集
」
と
し
て
は
、

五、

一
九
六
七
年
版
）
の
も
の

L
・
ク
ロ
ス
編
の
十
二
巻
本
全
集
(
-
九

0
四
年
。

(
M
a
r
j
o
r
i
e
 D
a
v
i
d
,
 
ed., 
T
h
e
 S
e
r
m
o
n
s
 

一
九
二
六
ー
ニ
七
年
お
よ
び
一
九
七

0
年
に
七
巻
本
の

A
M
S
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
、

通
称
「
ヨ
リ
ッ
ク
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
」
版
に
変
更
）
が
あ
っ
た
。

個
別
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、

J
.
A
・
ワ
ー
ク
編
の
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

(
J
a
m
e
s

A. W
o
r
k
,
 ed., 
T
r
i
s
h
‘
a
m
 

S
君
ミ
dy)

（
一
九
四

0
年）、

G

．D
・
ス
タ
ウ
ト
編
の
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』

(
G
a
r
d
n
e
r
D. Stout, 
Jr., 
ed., 
A
 

S
e
n
t
i
m
e
n
t
a
l
 ]
,
。
ミ
、
ミ
さ
）
（
一
九
六
七
年
）
が
あ
り
、
「
書
簡
集
」
は

L
.
P
・
カ
ー
テ
ィ
ス
編
（
初
版
一
九
三
五
年
、
後
に
一
九
六

ン
・
ニ
ュ
ー
編
、
二
巻
本
）

G
・
デ
イ
に
よ
る
）

(
L
e
w
i
s
 P
e
r
r
y
 Curtis, ed., 
Letters 
o
f
 Laz̀
rence Sterne)
が
こ
れ
ま
で
の
決
定
版
と
な
っ
て

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
編
（
抄
録
）

の
刊
行
に
達
す
る
ま
で
に
十
八
年
が
経
過
し
た
訳
で
、

の
も
の

カ

ノ

ン

フ
ロ
リ
ダ
版
ス
タ
ー
ン
全
集
は
、
こ
れ
ら
の
諸
版
を
全
て
見
直
し
、
最
新
の
知
見
を
入
れ
た
注
釈
を
施
し
て
新
し
い
規
範
テ
ク
ス
ト

一
九
七
八
年
の
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

(
M
・
ニ
ュ
ー
、
ジ
ョ
ア

の
テ
ク
ス
ト
か
ら
始
め
ら
れ
、
『
注
釈
』

(
T
h
e
Notes) 
の
方

(
M
・
ニ
ュ
ー
、

R
.
A
・
デ
イ
ビ
ス
と

w.

は
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
一
九
八
四
年
に
一
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
九
六
年
に
『
ヨ
リ
ッ
ク
氏
説

教
集
』
二
巻

(
M
・
ニ
ュ
ー
編
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
一
巻
と
注
釈
一
巻
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。
右
の
二
作
品
の
本
文
と
注
釈
の
合
計
五
巻

そ
の
厳
密
な
本
文
校
訂
と
厖
大
な
量
の
注
釈
作
業
の
困
難
さ
を
う
か
が
わ
せ
る

に
十
分
な
年
月
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
第
三
巻
『
注
釈
』
は
、
詳
細
を
極
め
た
注
釈
の
分
量
が
索
引

を
入
れ
て
五
七
二
頁
に
も
及
ぶ
と
い
う
大
冊
で
、
『
ヨ
リ
ッ
ク
氏
説
教
集
』
の
『
注
釈
』
と
も
ど
も
、
注
釈
者
の
多
大
な
努
力
の
跡
は
明

vi 



序に代えて

伝
記
研
究

ら
か
で
あ
る
。

私
事
に
わ
た
る
こ
と
だ
が
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

年
か
ら
一
年
間
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
在
っ
た
時
、

の
注
釈
に
当
た
っ
た
一
人
、

モ
ー
ド
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
圏
書
館
に
勤
め
て
い
た
が
、
或
る
時
デ
イ
家
に
招
か
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
見
せ
て
く
れ
た
ス
タ
ー
ン
資
料
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、

紙
を
は
さ
み
込
ん
で
特
別
に
製
本
し
直
し
た
分
厚
い
一
冊
で
あ
っ
た
。
そ
の
余
分
の
頁
に
は
す
で
に
数
多
く
の
手
書
き
に
よ
る
注
が
追

加
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
注
釈
と
い
う
作
業
に
は
完
全
と
完
成
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
だ
。
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
デ
イ
の
姿

勢
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、

ス
タ
ー
ン
の
注
釈
と
い
う
も
の
の
際
限
の
な
い
労
苦
が
う
か
が
わ
れ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
版
ス
タ
ー
ン
全
集
の
特
色
は
、
学
問
的
な
校
訂
に
加
え
て
、

テ
ク
ス
ト
か
ら
独
立
さ
せ
た
一
巻
を
こ
れ
に
当
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

品
、
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』

w
.
G
・
デ
イ
は
、
筆
者
が
一
九
八
五

フ
ロ
リ
ダ
版
注
釈
の
部
分
を
、
頁
の
間
に
白

か
つ
て
の
ど
の
版
よ
り
も
「
注
釈
」
の
部
分
を
重
要
視
し
、

か
よ
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
全
集
が
二
十
世
紀
末
を
画
す
る
業
績
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ス
タ
ー
ン
の
も
う
―
つ
の
名

の
テ
ク
ス
ト
と
注
釈
の
刊
行
は
、
二

0
0
0年
を
越
え
て
い
つ
頃
に
な
る
の
か
見
当
も
つ
か

ス
タ
ー
ン
の
伝
記
研
究
に
は
、
二
十
世
紀
初
期
の
パ
ー
シ
ィ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
伝
記

(
P
e
r
c
y

Fitzgerald, 

L
a
u
r
eミ
ce
Sterne) 
(
一
九

0
四
ー
六
年
、
ク
ロ
ス
に
よ
る
再
版
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
八
六
四
年
が
初
版
の
、

L
f
e
o
f
 

w
.
M
・
サ
ッ
カ

レ
イ
の
ス
タ
ー
ン
酷
評
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ル
イ
ス
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
伝

．． 
Vll 



と
し
て
そ
の
改
訂
版
が
出
て
い
る
。

さ
れ
た
。

そ
の
後
、

記
と
書
簡
集

(
L
e
w
i
s
Melville 
[L. S. B
e
n
j
a
m
i
n
]
,
 T
h
e
 Life a
n
d
 Letters o
f
 L
a
u
r
e
箋
e
Sterne) 
(
一
九
―
一
年
）
が
出
た

が
、
多
分
に
「
読
み
物
」
的
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、

一
九
六
七
年
版
は
こ
れ
の
リ
プ

ス
タ
ー
ン
の
伝
記
的
事
実
の
掘
り
起
こ
し
が
進
め
ら
れ
て
、
伝
記
に
学
問
的
正
確

さ
が
求
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
流
れ
を
象
徴
し
、
長
く
ス
タ
ー
ン
伝
の
規
範
と
な
る
研
究
書
を
著
わ
し
た
の
が
、

ス
タ
ー
ン
全
集
も
編

ん
だ
ウ
ィ
ル
バ
ー
•
L

・
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ス
タ
ー
ン
書
簡
集
の
編
者
で
も
あ
り
、
伝
記
的
研
究
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー

ン
の
政
治
学
』

(
T
h
e
Politics 
o
f
 L
a
U
1、e
n
c
e
Sterne) 
(
一
九
二
九
年
）
を
著
わ
し
た
L
.
P
・
カ
ー
テ
ィ
ス
は
、
ク
ロ
ス
教
授
の

イ
エ
ー
ル
大
学
時
代
の
教
え
子
で
あ
る
。

ク
ロ
ス
の
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
の
生
涯
と
そ
の
時
代
』

(
T
h
e
L
f
e
aミ
d
T
i
m
e
s
 o
f
 L
a
u
r
e
n
c
e
 Sterne)

は、

年
の
初
版
か
ら
、

一
九
二
五
年
の
二
巻
本
の
改
訂
版
を
経
て
、

リ
ン
ト
版
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
に
は
L
．
ハ
ー
ト
レ
イ

(
L
o
d
w
i
c
k
H
a
r
t
l
e
y
)
 

一
九
六
八
年
に
は
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
1

伝
記
的
エ
ッ
セ
イ
』

(
L
a
u
r
eミ
ce
Sterne :
 A
 Biographical Essay) 

Sterne)

が
出
さ
れ
た
が
、

一
九
二
九
年
の
第
三
版
で
完
成
し
た
。

の
『
こ
れ
ぞ
ロ
レ
ン
ス
』

(
T
注
s
ぢ

L
o
r
eミ
Ce)

が
出
版

一
九
七
二
年
に
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ト
ム
ソ
ン
D
a
v
i
d
T
h
o
m
s
o
n
の
『
ワ
イ
ル
ド
・
イ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
ズ
ー
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
の
生
涯
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』

(
W↑l
d
E笞
ミ
a
i
o
n
s
:
T
h
e
 L
苓
ミ
ミ

d
Fiction o
f
 L
aミ
reミ
ce

ハ
ー
ト
レ
イ
の
も
の
も
ト
ム
ソ
ン
の
も
の
も
文
学
的
エ
ッ
セ
イ
に
傾
い
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
一
九
一

0
年
の
シ
チ
ェ
ル

(
W
a
l
t
e
r
 Sichel, Sterne, 
A
 Study, 
T
o
 W
h
i
c
h
 is 
a
d
d
e
d
 the J
o
u
r
n
a
l
 to 
E
昔
）
、

一
九
五
七
年
の
シ
ョ
ウ

(
M
a
r
g
a
r
e
t
R. B. S
h
a
w
,
 L
a
u
r
e
n
c
e
 S
t
e
r
n
e
:
 
T
h
e
 M
a
k
i
n
g
 o
f
 a
 Hu
m
o
r
i
s
t
)
、
そ
し
て
一
九
六
一
年

一
九

0
九

... 
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序に代えて

記
研
究
は
、
恐
ら
く
当
分
の
間
登
場
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

の
フ
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル

(
H
e
n
r
i
 
F
l
u
c
M
r
e
,
 
Laz̀
rence 
Sterne, 
d
e
 
l
'
h
o
m
m
e
 
a
 l'oeuV1、e
]
B
i
o
g
r
a
p
h
i
e
crit芯
ミ
e
et 
essai 

d、interpretation
d
e
 T
r
i
s
t
r
a
m
 S
君
m
d
y
)
ら
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
伝
記
研
究
が
表
わ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
伝
記
を
す
べ
て
凌
駕
す
る
よ
う
な
学
問
的
伝
記
研
究
を
成
し
遂
げ
た
の
が
、

H
.
C
a
s
h
で
あ
る
。
そ
の
第
一
巻
、
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
伝
ー
初
期
お
よ
び
中
期
』
(
L
a
ミ
、
e
n
c
e
Sterne :
 Th
e
 Early a
n
d
 

M
i
d
d
l
e
 Y
e
a
r
s
)
が
一
九
七
五
年
に
、
そ
の
後
じ
つ
に
十
一
年
を
か
け
て
続
巻
の
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
伝
ー
後
期
』
(
L
aミ
reミ
ce

S
t
e
r
n
e
:
 
T
h
e
 L
a
t
e
r
 
Y
e
a
r
s
)
が
一
九
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
教
授
畢
生
の
労
作
で
、

文
章
が
な
お
十
九
世
紀
的
「
物
語
」
の
ス
タ
イ
ル
を
保
持
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

査
を
さ
ら
に
進
め
た
学
術
的
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
、
し
か
も
な
お
読
み
易
い
研
究
書
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
こ
れ
を
凌
ぐ
伝

『
シ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
誌
創
刊

ア
ー
サ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
A
r
t
h
u
r

w
.
L
・
ク
ロ
ス
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
そ
れ
は
伝
記
的
細
部
の
事
実
の
調

M
・
ニ
ュ
ー
に
よ
る
フ
ロ
リ
ダ
版
ス
タ
ー
ン
全
集
と

A
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
伝
記
研
究
に
は
あ
る
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
。
む
し

ろ
、
こ
れ
ら
の
大
業
を
支
え
る
学
問
的
熱
意
を
共
有
す
る
感
覚
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に

は
、
ケ
ネ
ス
・
モ
ン
ク
マ
ン
K
e
n
n
e
t
h
M
o
n
k
m
a
n
 (
一
九
―

-
I九
八
年
）

あ
り
、

と
い
う
、
そ
の
生
涯
を
賭
し
て
ス
タ
ー
ン
研
究
の
基
礎

作
り
と
「
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
ホ
ー
ル
」
再
建
事
業
を
果
た
し
た
人
物
の
こ
と
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ス
タ
ー
ン
の
―
フ
ァ
ン
で

ス
タ
ー
ン
資
料
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
出
発
し
た
モ
ン
ク
マ
ン
は
、
元
来
B
B
C
の
ス
ク
リ
プ
ト
・
ラ
イ
タ
ー
を
勤
め
た
よ
う
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な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、

奇
特
に
も
私
財
を
拗
っ
て
そ
の
再
建
に
の
り
出
し
た
。
彼
の
熱
意
は
周
囲
を
動
か
し
、
英
米
の
ス
タ
ー
ン
研
究
者
た
ち
を
動
か
し
て
、

そ
れ
ま
で
は
農
家
の
住
居
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
牧
師
館
は
つ
い
に
再
建
さ
れ
、

ラ
ス
ト
」
と
い
う
協
会
が
発
足
し
、
そ
の
牧
師
館
は
「
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
ホ
ー
ル
」
と
い
う
名
の
ス
タ
ー
ン
記
念
館
と
な
っ
た
。
そ
こ
に

モ
ン
ク
マ
ン
は
ジ
ュ
ー
リ
ア
夫
人
と
一
緒
に
住
み
込
ん
で
、

ス
タ
ー
ン
資
料
の
収
集
と
書
誌
的
研
究
に
当
た
り
、

ス
タ
ー
ン
講
座
と
ワ
イ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
に
よ
る
「
友
の
会
」
例
会
を
催
し
、
「
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
ホ
ー
ル
通
信
」
を
発
行
し
、
寄
附
金
募
集

を
行
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ク
州
コ
ッ
ク
ス
ウ
ォ
ル
ド
村
の
ス
タ
ー
ン
の
牧
師
館
が
荒
廃
に
瀕
し
て
い
た
一
九
六

0
年
代
、

モ
ン
ク
マ
ン
は
ス
タ
ー
ン
記
念
館
の
名
誉
館
長
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
書
誌
学
者
と
し
て
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
彼
の
ス
タ
ー
ン

資
料
収
集
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

J
 a
g
u
e
s
 S
t
e
r
n
e
に
勧
め
ら
れ
て
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
寄
り
の
地
方
紙
『
ヨ
ー
ク
・
ガ
ゼ
ッ
テ
ィ
ア
』
(
Y
o
r
k
G
a
z
母
eer)

投
稿
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ホ
イ
ッ
グ
党
支
持
の
ジ
ェ
イ
ク
ス
が
始
め
た
新
聞
に
甥
の
ロ
ー
レ
ン
ス
も
協
力
し
た
形
で
、
ま
だ
両
者
の
間

に
確
執
が
起
こ
る
以
前
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

ヨ
ー
ク
の
古
書
籍
商
で
、
次
い
で
一
九
五
七
年
の
サ
ザ
ビ
ー
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
求
め
集
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
情
報
を
、

ヨ
ー
ク
地
方
の
教
会
活
動
の
事
実
関
係
を
調
べ
て
い
た

L
.
P
・
カ
ー
テ
ィ
ス
に
伝
え
て
や
っ
た
。
そ
こ
か
ら
モ
ン
ク
マ
ン
と
カ
ー
テ

ィ
ス
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
は
年
一
回
の

ス
タ
ー
ン
は
牧
師
と
し
て
の
経
歴
の
始
め
の
頃
、
叔
父
の
ジ
ェ
イ
ク
ス
・
ス
タ
ー
ン

に
書
簡
の
形
で

モ
ン
ク
マ
ン
は
ス
タ
ー
ン
の
最
初
期
の
書
簡
二
通
の
載
っ
た
同
紙
を
一
九
五
五
年
、

モ
ン
ク
マ
ン
の
学
問
は
右
の
よ
う
な
細
心
の
資
料
収
集
に
基
づ
い
た
書
誌
学
で
、
代
表
的
な
業
績
に
、
「
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン

一
九
六
六
年
に
は
「
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
・
ト
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序に代えて

料
収
集
に
重
点
を
置
く
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

ト
に
関
わ
る
者
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。

な
り
、

ョ
ン
」
は
ス
タ
ー
ン
研
究
者
に
と
っ
て
最
重
要
の
も
の
で
あ
る
）

ー
の
フ
ロ
リ
ダ
版
『
説
教
集
』

デ
ィ
』

や、

の
本
文
校
訂
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る

の
初
期
刊
行
本
書
誌
」
（
講
演
録
、
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
誌
25
号、

綿
密
に
比
較
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ス
タ
ー
ン
の
説
教
集
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
書
誌
的
研
究
も
あ
り
、

モ
ン
ク
マ
ン
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
と
ス
タ
ー
ン
の
牧
師
館
再
建
へ
の
不
屈
の
意
志
が
、

ら
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
副
館
長
を
務
め
た
J
.
C
.
T
・
オ
ー
ツ

の
周
囲
に
引
き
つ
け
て
ゆ
き
、
こ
う
し
た
関
係
者
の
協
力
で
「
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
・
ト
ラ
ス
ト
」
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
彼
が
名
誉
館
長
と
し
て
住
み
暮
し
た
「
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
ホ
ー
ル
」
は
、

ス
タ
ー
ン
・
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
の
精
神
的
な
拠
り
所
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、

「
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
ホ
ー
ル
」

の
実
質
的
運
営
に
献
身
的
に
当
た
っ
た
夫
人
、
ジ
ュ
ー
リ
ア
の
存
在
の
大
き
さ
は
、

こ
の
協
会
が
起
こ
し
た
ス
タ
ー
ン
研
究
上
の
事
業
が
、
研
究
誌
『
シ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
』

(
T
h
e
S
h
a
n
d
e
ミ
n

こ•
O
r
ミ
n

A
n
n
u
a
l
 V
o
l
u
m
e
 

D
e
0
0
t
e
d
t
o
L
8
ミ、
eミ
ce
S
t
e
r
n
e
 a
n
d
 his 
W
o
r
k
s
)
 

ヒ
ト
大
学
の
デ
ィ
・
ヴ
ォ
ー
ク
ト
P
e
t
e
r
d
e
 V
o
o
g
d
で、

そ
れ
ら
が

M
・
ニ
ュ

(
M
・
ニ
ュ
ー
に
よ
る
『
説
教
集
』
序
文
）
。

M
・
ニ
ュ
ー
や

A
.
H
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
、

さ

（
同
図
書
館
蔵
の
ス
タ
ー
ン
資
料
、
「
オ
ー
ツ
・
コ
レ
ク
シ

ヨ
ー
ク
大
学
の
J
・
ベ
ル
ト
ゥ
J
a
c
q
u
e
s
A. B
e
r
t
h
o
u
d
ら
を
そ

ス
タ
ー
ン
研
究
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
文
字
通
り
の
拠
点
と

一
貫
し
て
モ
ン
ク
マ
ン
を
支
え
、

ス
タ
ー
ン
・
ト
ラ
ス

の
刊
行
で
あ
る
。
創
刊
号
は
一
九
八
九
年
十
一
月
に
出
た
。
編
集
長
は
ユ
ト
レ

そ
の
編
集
方
針
は
誌
名
の
副
題
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
世
に
よ
く
あ
る
一
作

家
の
研
究
論
文
を
集
め
た
批
評
誌
と
い
う
形
式
よ
り
は
む
し
ろ
、
作
品
と
作
家
の
生
涯
の
全
局
面
に
関
わ
る
歴
史
的
事
実
の
探
索
と
資

一
九
七

0
年
）
が
あ
る
。
初
版
以
降
の
出
版
の
事
実
関
係
を
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日
本
に
お
け
る
ス
タ
ー
ン
研
究

付
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
第
十
号
は

K
・
モ
ン
ク
マ
ン
追
悼
号
で
あ
る
。

そ
の
記
念
す
べ
き
創
刊
号
に
は
、

ン
の
書
簡
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
書
誌
的
解
説
（
モ
ン
ク
マ
ン
、

J
・
ラ
イ
リ
ー
）

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
「
オ
ー
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
解
題

(
W
.
G
・
デ
イ
）
、

の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
の
書
評
な
ど
で
あ
る
。

『
シ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
誌
は
そ
の
後
、
遅
れ
が
ち
な
が
ら
号
を
重
ね
て
第
十
号
（
一
九
九
八
年
号
、
じ
っ
さ
い
は
一
九
九
九
年
刊
）
を

迎
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
八
号
(
-
九
九
六
年
）

の
他
、

ス
タ
ー

ス
タ
ー
ン
の
テ
レ
ビ
放
映
に
つ
い
て
の
小
文
、

に
は
日
本
に
お
け
る
ス
タ
ー
ン
翻
訳
資
料
に
つ
い
て
の
石
井
重
光
氏
に
よ
る
解
説

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
貴
重
な
貢
献
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
英
国
以
外
の
資
料
も
こ
の
研
究
誌
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
イ
タ
リ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
等
に
お
け
る
翻
訳
・
イ
ラ
ス
ト
の
資
料
類
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
『
シ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
誌
の
登
場
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ン
研
究
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
訳
で
、

ス
タ
ー
ン

の
テ
ク
ス
ト
解
読
の
上
で
も
文
学
的
研
究
の
上
で
も
、
同
誌
に
展
開
さ
れ
る
ス
タ
ー
ン
の
一
次
資
料
の
「
事
実
」
の
集
積
は
、
今
後
と

も
最
重
要
の
情
報
源
と
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
同
誌
の
意
義
を
考
え
て
、
本
書
の
巻
末
に
は
特
別
に
全
十
号
の
目
次
を

海
外
に
お
け
る
ス
タ
ー
ン
批
評
の
動
向
を
現
時
点
で
ま
と
め
る
こ
と
は
、
本
稿
の
主
題
と
し
て
大
き
す
ぎ
る
問
題
で
あ
り
、
批
評
上

の
代
表
的
文
献
は
本
文
の
中
で
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
多
様
性
の
一
端
を
概
観
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

ス
タ
ー
ン
の
批
評
論
集
と
し
て
は
、
古
く
は
ジ
ョ
ン
・
ト
ロ
ウ
ゴ
ッ
ト
編
の
「
二
十
世
紀
批
評
シ
リ
ー
ズ
」
の
中
の
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・

.. 
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序に代えて

の
時
代
の
ス
タ
ー
ン
像
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
種
の
論
集
と
し
て
は
、

点
が
目
立
つ
と
言
え
る
。

局
面
に
分
類
し
て
、
代
表
的
研
究
を
配
し
て
い
る
。

ス
タ
ー
ン
批
評
論
集
』

(
J
o
h
n
T
r
a
u
g
o
t
t
,
 ed., 
L
a
u
r
e
n
c
e
 Sterne :
 A
 Collection 
o
f
 Critical Essays)
が
あ
り
（
一
九
六
八

年
）
、
そ
こ
で
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
「
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
」
や

D
.
W
•ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
の
「
博
学
の
オ
人

の
伝
統
」
論
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

そ
の
十
六
年
後
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
•
G

．
マ
イ
ヤ
ー
編
の
『
ス
タ
ー
ン
論
集
ー
謎
と
神

秘
』
(
-
九
八
四
年
）
（
Valerie
G
r
o
s
v
e
n
o
r
 M
y
e
r
,
 ed., 
L
a
u
r
e
n
c
e
 S
t
e
r
n
e
:
 Riddles a
n
d
 Mysteries)

に
は
M
・
ニ
ュ
ー
、

J
・
ベ
ル
ト
ウ
、

A
.
B
．
ハ
ウ
ズ
、

w
.
G
・
デ
イ
と
い
っ
た
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
て
い
る
。

が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
新
の
論
集
と
し
て
は

M
・
ニ
ュ
ー
編
の
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
批
評
論

集
』
(
-
九
九
八
年
）
（
M
.
N
e
w
`
e
d
.
,
Critical E
稔
ays
o
n
 L
aミ
rence
Sterne)
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ス
タ
ー
ン
批
評
を
四
つ
の

一
は
「
イ
ン
タ
ー
・
テ
ク
ス
ト
」
の
観
点
、
二
は
ス
タ
ー
ン
の
「
懐
疑
主
義
」
の

側
面
、
三
は
「
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
の
観
点
、
四
は
「
倫
理
的
」
側
面
、
と
い
っ
た
問
題
点
で
あ
る
。
か
つ
て
の
「
時
間
」
論
や
、
「
博

学
の
オ
人
」
論
か
ら
移
行
し
て
、
今
日
の
一
般
的
批
評
動
向
に
合
わ
せ
た
「
メ
タ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
論
や
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
的
視

こ
れ
よ
り
先
に
一
九
九
三
年
四
月
の
ス
タ
ー
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム

ス
タ
ー
ン
協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

（
ヨ
ー
ク
会
議
）
を
収
録
し
た
、

ピ
ア
ー
ス
、
デ
ィ
・
ヴ
ォ
ー
ク

ト
編
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
1

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』

(D.
Pierce a
n
d
 P
e
t
e
r
 d
e
 V
o
o
g
d
,
 eds., L
a
u
1、eミ
ce

．
が
一
九
九
六
年
に
出
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
表
題
の
よ
う
に
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」

Sterne in 
M
o
d
e
r
nぢ
m

a
ミ
d
P
o
s
t
m
o
d
e
r
n
z
s
m
)
 

一
九
七
一
年
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
と
ス
テ
ッ
ド
モ
ン
ド
編

『
翼
あ
る
骸
骨
』

(A.H.
C
a
s
h
 a
n
d
 J
o
h
n
 M
・
S
t
e
d
m
o
n
d
,
 eds., 
T
h
e
 W
i
n
g
e
d
 Skull)
が
あ
り
、
わ
が
国
か
ら
『
ト
リ
ス
ト
ラ

... 
Xlll 



ー
ク
会
議
の
主
題
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

き
い
で
あ
ろ
う
。

ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

と
で
あ
る
が
、
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
に
焦
点
を
当
て
た
今
回
の
ヨ
ー
ク
会
議
録
の
方
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
研
究
上
の
刺
激
は
大

ス
タ
ー
ン
の
小
説
技
法
の
特
長
と
し
て
「
脱
線
」
と
「
断
片
化
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
小
説
と
い
う
形
式
に
本
来
的
に
存
在
す
る
「
物

語
」
の
構
造
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
解
体
す
る
方
法
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
大
き
な
「
物
語
」

へ
の
関
心
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
状
況
の
中
で
は
、
こ
れ
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
ス
タ
ー
ン
の
方
法

が
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

し
か
し
、

の
完
訳
者
と
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
故
朱
牟
田
夏
雄
先
生
に
よ
る
講
演
録
も
入
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ

そ
こ
に
ス
タ
ー
ン
文
学
の
も
つ
今
日
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
の
解
明
が
ヨ

M
・
ニ
ュ
ー
編
の
論
集
に
み
る
よ
う
に
ス
タ
ー
ン
文
学
の
捉
え
方
は
決
し
て
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
そ
の
文
学
世
界
を

構
成
し
て
い
る
古
今
の
西
洋
文
学
の
伝
統
が
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
文
体
が
す
こ
ぶ
る
特
異
で
あ
り
、
ま
た
ス
タ
ー
ン
そ
の
人
の

本
性
が
中
中
に
捉
え
が
た
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
こ
に
は
格
別
な
捉
え
難
さ
が
あ
る
。

謎
と
神
秘
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
向
こ
う
で
ス
タ
ー
ン
一
人
が
老
猾
な
笑
い
を
浮
か
べ
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
寸
描
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
な
西
欧
に
お
け
る
層
の
厚
い
ス
タ
ー
ン
研
究
史
に
比
べ
る
と
、

国
に
お
け
る
研
究
が
手
薄
で
あ
る
の
は
、
西
洋
と
東
洋
の
言
語
文
化
の
違
い
、

マ
イ
ヤ
ー
編
批
評
論
集
の
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、わ

が

そ
し
て
近
代
の
成
り
立
ち
の
違
い
を
考
え
れ
ば
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
英
文
学
研
究
の
基
本
的
位
置
づ
け
は
、
西
欧
全
体
の
受
容
で
し
か

あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
ス
タ
ー
ン
研
究
の
あ
り
方
も
夏
目
漱
石
が
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
、
初
め
て
の
ス
タ
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序に代えて

九
五
五
年
、
研
究
社
）
以
後
、
長
い
空
白
の
期
間
を
置
い
て
で
は
あ
る
が
、

ー
ン
の
紹
介
文
で
あ
る
「
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

、、

シ
ャ
ン
デ
ー
」
を
書
い
て
以
後
の
凡
そ
百
年
間
は
、
こ
の
受
容
と
、

、、

そ
し
て
啓
蒙
の
形
態

に
終
始
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
二
十
世
紀
末
に
至
る
半
世
紀
の
間
に
わ
れ
わ
れ
は
「
受
容
」
大
国
か

ら
の
脱
却
を
内
か
ら
も
外
か
ら
も
強
く
要
請
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
間
の
わ
が
国
の
ス
タ
ー
ン
研
究
が
こ
の
要
請
に
ど
れ
だ
け
応
え
て
き
た
の
か
は
、
俄
に
は
断
じ
が
た
い
。
し
か
し
、

初
の
ス
タ
ー
ン
研
究
書
と
し
て
重
要
な
（
ス
モ
レ
ッ
ト
論
と
併
せ
た
）
、
村
上
至
孝
『
笑
い
の
文
学
I

ス
タ
ー
ン
と
ス
モ
レ
ッ
ト
』
（
一

究
』
（
晃
洋
書
房
）
、

そ
し
て
一
九
九
五
年
の
伊
藤
誓
『
ス
タ
ー
ン
文
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
』
（
法
政
大
学
出
版
局
）
と
い
う
よ
う
に
、
単
行
本
の
形
で
の
ス
タ

ー
ン
研
究
の
成
果
が
次
々
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、
長
い
受
容
と
啓
蒙
活
動
の
時
代
が
世
紀
の
終
わ
り
と
と
も
に
変
わ
り
目
を
迎
え
て

い
る
こ
と
を
証
拠
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
『
ス
タ
ー
ン
文
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
』
は
、

ー
ン
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
つ
な
が
る
「
自
我
崩
壊
の
危
機
」
の
問
題
を
刷
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
タ
ー
ン

批
評
の
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
「
メ
ニ
ッ
ポ
ス
的
諷
刺
」
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
著
者
の
独
自
の
視
点
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
努
力
が

見
ら
れ
る
。

一
九
九

0
年
の
松
尾
力
雄
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
研

一
九
九
四
年
の
能
美
龍
雄
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
の
文
学
I

ス
タ
ー
ン
と
そ
の
人
物
た
ち
』
（
松
柏
社
）
、

れ
ら
は
い
わ
ば
ス
タ
ー
ン
研
究
の
裾
野
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
最

ロ
ッ
ク
お
よ
び
ヒ
ュ
ー
ム
の
理
論
と
ス
タ

右
の
よ
う
な
単
行
本
類
で
は
な
く
紀
要
論
文
の
形
で
出
た
文
献
の
場
合
も
、
こ
の
一
世
代
の
間
に
漸
増
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

ま
た
近
年
は
ス
タ
ー
ン
特
集
を
組
む
研
究
誌
さ
え
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
雑
誌
と
は
、
新
英
米
文
学
研
究
会
（
東
京
理
科
大
学
）

に
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無
」
の
認
識
に
進
ん
だ
結
果
、

よ
る
『
N
e
w
Perspecti器
（
新
英
米
文
学
研
究
）
』
誌
第
29
巻
春
／
夏
号
(
-
九
九
八
年
六
月
）
で
、
特
集
と
し
て
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・

シ
ャ
ン
デ
ィ
』

ハ
ロ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム
の
現
代
批
評
シ
リ
ー

の
共
同
研
究
の
成
果
を
集
録
し
た
号
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
議
論
は
、

ぶ
成
果
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

ト
ロ
ウ
ゴ
ッ
ト
や
マ
イ
ヤ
ー
編
の
論
集
や
、

ズ
の
中
の
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
論
集
(
-
九
八
七
年
）

と
も
趣
旨
を
異
に
し
、

ス
タ
ー
ン
研
究
の
基
本
的
諸
問

題
を
ほ
ぽ
網
羅
し
て
、
作
品
の
も
つ
今
日
的
意
味
合
い
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
共
同
研
究
を
企
画
し
て
足
か
け
六
年
に
及

ま
た
ヨ
ー
ク
会
議
集
録
の
「
モ
ダ
ニ
ズ

ム
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
論
集
と
も
や
や
性
格
を
異
に
し
た
、
し
か
し
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
。
そ
の
性
格
の
基
本
は
や
は
り
、
受

容
と
啓
蒙
で
あ
る
が
、

有
効
な
方
法
で
あ
り
、

そ
れ
と
と
も
に
六
年
間
の
共
同
研
究
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
こ
に
わ
が
国
の
研
究
法
の

特
長
が
現
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
こ
の
難
解
な
作
品
を
攻
略
す
る
た
め
に
は
む
し
ろ
必
然
的
か
つ

そ
の
意
味
で
大
い
に
意
義
の
あ
る
企
画
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
同
誌
に
載
っ
た
論
文
題

目
と
著
者
名
を
、
『
シ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
誌
の
場
合
と
同
様
に
本
書
の
巻
末
の
「
精
選
参
考
書
誌
]
に
記
載
し
て
お
く
。

こ
の
号
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
ス
タ
ー
ン
の
基
本
的
諸
問
題
と
は
、
例
え
ば
登
場
人
物
設
定
の
背
後
に
見
ら
れ
る
作
者
の
リ
ベ
ラ
ル
な

宗
教
観
、
現
実
の
読
者
の
「
生
の
再
統
合
」
を
試
み
る
語
り
の
特
質
、

ー
テ
』
の
影
響
の
意
味
、
時
間
と
記
憶
の
再
編
成
と
歴
史
性
の
問
題
、

の
影
響
を
論
じ
た
塩
田
勉
論
文
は
、

そ
れ
と
関
連
し
て
の
「
脱
線
的
」
手
法
の
問
題
、
『
ド
ン
・
キ
ホ

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
特
に
、
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

ス
タ
ー
ン
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
争
と
い
う
同
時
代
史
の
中
に
置
い
て
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
啓
蒙
思
想
が
宗
教
的
寛
容
を
基
に
し
た
反
戦
的
思
想
に
結
び
つ
く
こ
と
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・

さ
ら
に
そ
れ
が
「
不
可
知
論
」
と
「
虚

い
わ
ゆ
る
近
代
的
自
我
の
ト
ラ
ウ
マ
が
現
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
作
品
中
の
性
的
表
徴
は
そ
の
ト
ラ
ウ
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序に代えて

加
え
た
。

本
書
の
構
成
に
つ
い
て

マ
を
表
わ
す
メ
タ
フ
ァ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
、

の
背
景
的
理
解
を
深
化
さ
せ
て
く
れ
る
と
同
時
に
、

こ
の
論
文
に
限
ら
ず
、
他
の
論
者
の
場
合
も
ニ
ュ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
シ
ズ
ム
的
な
方
法
意
識
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
海
外
の
ス
タ
ー
ン
研

究
の
今
日
的
動
向
を
わ
が
国
の
研
究
者
が
積
極
的
に
消
化
吸
収
し
、
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
展
望
の
中
で
本
書
は
ど
の
よ
う
な
主
張
が
で
き
る
か
と
自
問
す
れ
ば
、
筆
者
も
ま
た
受
容
と
啓
蒙
の
中

で
終
始
し
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
九
七

0
年
に
ス
タ
ー
ン
の
研
究
を
始
め
て
以
来
、

う
区
切
り
の
時
を
迎
え
て
自
分
の
仕
事
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
自
分
な
り
の
問
題
点
を
整
理
し
、
今
後
の
動
向
を
展
望
す
る

た
め
の
中
仕
切
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
研
究
の
出
発
点
か
ら
特
定
の
主
題
に
絞
っ
て
き
た
訳
で
は
な
い
の
で
、

法
も
主
題
も
ま
ち
ま
ち
で
分
散
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
体
の
章
の
構
成
を
作
品
の
時
系
列
に
従
っ
て
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
各
論
文

に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
新
し
い
知
見
を
入
れ
る
た
め
に
改
題
し
、

の
変
更
ま
で
を
意
図
し
た
訳
で
は
な
い
。
附
論
に
は
、
比
較
文
学
的
研
究
と
し
て
漱
石
の
ス
タ
ー
ン
論
に
関
す
る
論
考
と
、

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例
と
な
る
小
文
、

こ
こ
で
『
権
争
物
語
』

ス
タ
ー
ン
の
「
自
由
（
広
教
）
主
義
」
（
ラ
テ
ィ
テ
ュ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ア
ニ
ズ
ム
）

フ
ロ
イ
ト
と
の
親
近
性
を
通
じ
て
ス
タ
ー
ン
の
現
代
性
を
主
張
す
る
好
論
で
あ
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

そ
れ
に
合
わ
せ
て
必
要
な
修
正
を
施
し
て
い
る
が
、
論
考
の
主
題

そ
し
て
『
権
争
物
語
』

(
A
Political R
o
m
a
n
c
e
)
 

ス
タ
ー
ン

の
抄
訳
と
書
誌
的
解
題
を
付
け

の
邦
題
に
つ
い
て
一
言
、
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
作
品
は
ス
タ
ー
ン
の
最
初
の
作
品
で
あ
る
が
、
作
者
の

一
世
代
二

0
0
0年
と
い

．． 
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生
前
に
は
公
に
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
呼
び
方
の
基
本
型
は
『
権
争
物
語
』
で
あ
る
が
、

ス
タ
ー
ン
の
死
後
は

物
語
の
内
容
の
点
か
ら
『
夜
番
外
套
物
語
』

(
T
h
e
H硲
to
さ

o
f
a
g
o
o
d
葵
a
r
m
W
a
t
c
h
 Coat)
と
い
う
呼
び
方
が
広
く
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、
本
書
第
一
章
で
は
前
者
の
基
本
的
な
題
名
に
従
っ
た
が
、
附
論
の
方
で
は
右
の
よ
う
な
経
緯

を
ふ
ま
え
て
両
者
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
不
統
一
の
感
は
否
め
な
い
が
、
そ
の
間
の
事
情
は
「
解
題
」
の
方
に
譲
り
た
い
。

本
書
の
全
体
に
わ
た
っ
て
典
拠
と
し
て
用
い
た
テ
ク
ス
ト
類
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
今
日
で
は
フ
ロ
リ
ダ
版
が
有
効
で
あ
る

が
、
同
版
は
普
及
版
と
は
言
い
難
い
の
で
、
参
照
の
し
や
す
さ
を
考
え
て
旧
稿
の
ま
ま
と
し
た
も
の
も
あ
る
。

... 
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